
（別紙３）

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 6名 （回答者数）
７名(内１名は２月末で退所)（100％）

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 5名 （回答者数）
５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容によっては、年齢や興味のあることに合わせてグ

ループ分けをしたりしながら、意欲的に取り組めるような遊

びや活動を考えていきたい。

・小学生向けの遊びや活動の考案したり、やりたいことも尊

重し出来ることを増やしていきたい。

2

・子どもそれぞれの自己肯定感を高めたり、失敗を恐れずに

挑戦できる環境を整えていく。

・しっかりとフィードバックしていきながら、不安や課題と

向き合い、一緒に解決方法を見つけていけるようにしてい

く。

3

・職員それぞれの強みを活かし、得意不得意を互いに支え

合いながら、療育現場で活躍出来る人材育成に努めていきた

い。(研修なども取り入れていく)

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・簡易的な仕切り（カーテンやパーテーション、テントな

ど）で用途に合わせた環境を作りに努めていく。

●タイムアウト空間や落ち着ける場所の確保

●活動に合わせて視覚で分かりやすい区切り

●騒音防止のイヤーマフ

2

・計画の時期を決めて、前もって計画し明確に発信するこ

とで、事業所側も目的に向かって意識的に動けると考える。

・職員の安定を図り、継続的にさまざまな取り組みを開催で

きるよう努めていく。

3

・職員の人員確保に力をいれ、余裕を持って計画を練り、

実行ができるようにしていきたい。現状では、年間での行事

計画をし、見通しを持って実践できるように努めていく。

○事業所名 おきなわインターナショナルデイサービス

○保護者評価実施期間
2024年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・地域との交流が少ないと感じている。ハロウィンの際に

は、地域の方と関わる機会があるが、その他でも、放課後児

童クラブや保育園、児童館との交流がもっと増えると良い。

・職員人数が十分ではないと感じているので、なかなか密に

計画したり実行できる機会が少ない。職員が潤うと、余裕を

持って計画実行に時間を費やすことができるのでは。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事業所内のスペースの活用方法。限られたスペースで安全

に活動ができるよう、さらに工夫が必要だと感じている。

・子どもたちの成長とともに、年々事業所の広さに課題を感

じている。小さいコミュニティの中で、相手の言動が気にな

ったりすることがトラブルに繋がると考えている。

・保護者会や交流会、面談、きょうだい支援や家族支援な

ど、事業所からの発信が少ないと感じているので、こういっ

た機会を増やし、より良い情報交換の場を提供できるよう努

めていきたい。

・きょうだい支援や家族支援（ペアレントトレーニングなど

）の情報不足や支援方法の理解不足があるので、しっかり情

報収集が必要だと感じる。

・職員の入れ替わりなどがあり、定期的に開催することが難

しい時期があった。

・外国人講師による、OIDtime（English time）や英語での

空手を取り入れている。また日々の活動（運動あそびや製作

など）でも、常に英語が飛び交っている環境の中で、自然と

楽しく異文化や英語に触れる機会が多くある。

・見える場所にある英語の掲示物や毎月のテーマに沿ったフ

ラッシュカードを用いて視覚的な刺激を使って単語やフレー

ズを覚えやすくすることに繋げている。

・楽しく英語に触れ、好きなことを伸ばしていけるよう、興

味の持てる活動内容やゲームなどを考えている。

・グローバルな環境の中で、多様性や個々を大事にしてい

る。その中で、子どもたちの居心地の良さや安心感の確保が

出来てきていると感じている。

・子どもたちそれぞれの価値観の違いや思いの違いを互いに

受け入れ、認め合っていけるようなアプローチに努めている

。また個々を大事にする声かけを意識し、自分は自分でいい

んだと思えるように常日ごろ伝えている。

・職員間の連携が図れている。管理者/児童発達管理責任者と

ともに、主任が療育現場の指揮を取り、報告連絡相談が円滑

に行なえている。また共有/協力する意識が高まっていると感

じている。

・会議などを通して、職員間で意見を出し合う場を設けてい

る。1人ではなく、チームワークの大切さをそれぞれが理解

ししっかりと連携が取れるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


